	主題

夏緑樹林とカタクリの生活環


	副題
環境が生物に及ぼす「作用」と生物の「環境形成作用」


	目的

　環境が生物に及ぼす「作用」と生物の「環境形成作用」をカタクリと夏緑樹林の生活環を周年観察することにより、観察した事実に基づいて理解できるようになること。その際に、個々の植物の生活形という視点、森林全体の景観という異なる視点で観察し、結果を考察できる能力を養成すること。
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	材料と方法
　身近な夏緑樹林でカタクリと夏緑樹林を形成している主要樹種の生活環を周年観察して記録する。その際に、演習林、植物園、試験地といった野外研究サイトの利用も考慮する。

	予測できる結果
　季節によって大きく変化する夏緑樹林の光環境の変化と、それにともなって葉と花を展開し、林冠が閉塞する時期には結実して地上部が枯れてしまうカタクリの生活環が観察できる。

	概要・実習の背景
　環境が生物に及ぼす「作用」と生物の「環境形成作用」が、生物基礎で取り上げられている。日本主要なバイオームのひとつである夏緑樹林と、そこで生活するカタクリの生活環の観察を提案する。

　実習が困難な場合は、大阪市立大学理学部附属植物園にて、周年観察した結果を写真で提示した資料を作成したので、提示された事実に基づいて生徒が自力で考察することも可能である。

　カタクリは虫媒花であり、受粉に訪花昆虫の活動が必要であり、種子をエライオソームを持ち、アリによって散布される。このような選択生物で学ぶ生物間相互作用についても、発展的に取り扱うことができる実習である。
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